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分担研究報告書 

 

肝癌に対する定位放射線治療についての検討 

 

研究分担者 中尾 一彦 長崎大学大学院医歯薬学総合研究科 消化器病態制御学 教授 

 

研究要旨 【目的】肝癌症例におけるSRTの適応と治療効果、有用性につい

て検討した。【対象・方法】2010年より2015年7月までの期間、当院におい

て肝癌と診断され、当院消化器内科・移植消化器外科・腫瘍外科・放射線科

合同カンファレンスにてSRT適応と判断された45症例48結節を対象とした。

男性が29例60％、女性19例40％、HCV抗体陽性が23例（48％）、HBs抗原

陽性が12例（25％）、非B非Cが13例（27％）であった。治療時年齢の中央

値は74歳であった。各種検査結果の中央値は、血小板数11.6万/μl, ALT 32 

IU/l, AFP 54 ng/ml, PIVKA-II 150 mAU/mlであった。Child-Pugh gradeは、

Aが39例（81％）、Bが9例（19％）、最大腫瘍径は、2cm以下が22例（46％）、

2.1-3.0cmが15例（31％）、>3cmが11例（23％）、BCLCは、0：12例（28％）、

A：21例（49％）、B：8例（19％）、C：2例（4％）であった。これらの症例

に対し、総線量中央値44Gy（range: 40-50）、5.2回に分割し照射を行った。

【結果】SRT後の治療効果判定は、原発性肝癌取り扱い規約に基づき行った。

その結果、CRが26結節54％、PRが17結節35％、SDが2結節3％、PDが3結

節5％であった。SRTを48結節に行いgrade 3以上の合併症がみられたのは、

肝不全が2結節4％、放射線肺炎が1結節2％にみられた。さらに、肝予備能低

下した症例について、ロジスティック回帰分析による多変量解析を行ったと

ころ、PT80％未満が肝予備能低下に寄与する因子であった。【結語】SRTは

低侵襲で局所コントロールが可能であることより、他疾患を有する高齢者肝

癌や手術・RFAが困難な症例に対し有用であるも肝予備能低下例ではその適

応について慎重を要する。 

 

共同研究者 

田浦直太 長崎大学病院消化器内科 

 

Ａ．研究目的 

 γナイフによる頭蓋内腫瘍に対する約30

年間の臨床経験をもとに、1990年代に定位

放射線治療技術が体幹部腫瘍に対しても応

用され始めた。しかし体幹部腫瘍は、固定の

困難さ、特に肺腫瘍における呼吸性移動や不

均質補正という難題があり、新しい照射装置

や治療計画方法が考案され、現在も試行錯誤

が繰り返されている。新しい照射技術である

体幹部定位放射線照射による治療は、主に肺

癌，肝臓癌に対して応用され，特に早期肺癌

を対象にして、めざましい治療結果を示して

いる。 

 近年、肝癌症例の高齢化に伴い、75歳以上

で後期高齢者の初発進行肝癌が増加してい
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る。そのため、肝癌治療ガイドラインにて外

科的肝切除、ラジオ波焼灼治療（RFA）が推

奨される場合でも、併存疾患に伴う抗凝固療

法や心機能、呼吸機能のため侵襲的治療が困

難な症例が増加し、これらに対し、定位放射

線治療（SRT）による、比較的低侵襲による

治療が期待され、2013年肝癌診療ガイドラ

インSRTは、グレードC1となっており、低

侵襲のため入院期間も短いことから今後症

例数は増えてくることが予想される。SRT

は、2006年に保険収載となり各施設にて施

行されるようになるも、対象、治療効果、安

全性、有用性について議論の必要性がある。

本研究では、肝癌症例におけるSRTの適応と

治療効果、有用性について検討した。 

 

Ｂ．研究方法 

 2010年より2015年7月までの期間、当院に

おいて肝癌と診断され、当院消化器内科・移

植消化器外科・腫瘍外科・放射線科合同カン

ファレンスにてSRT適応と判断された45症

例48結節を対象とした。局所効果判定は肝癌

治療効果判定基準に基づきSRT後6ヶ月以内

での最大効果で判定を行った。男性が29例

60％、女性19例40％、HCV抗体陽性が23例

（48％）、HBs抗原陽性が12例（25％）、非B 

非 Cが13例（27％）であった。治療時年齢

の中央値は74歳であった。各種検査結果の中

央値は、血小板数11.6万/μl, ALT 32 IU/l, 

AFP 54 ng/ml、PIVKA-II 150 mAU/mlであ

った。Child-Pugh gradeは、Aが39例（81％）、

Bが9例（19％）、最大腫瘍径は、2cm以下が

22例（46％）、2.1-3.0cmが15例（31％）、>3cm

が11例（23％）、BCLCは、0：12例（28％）、

A：21例（49％）、B：8例（19％）、C：2例

（4％）であった。これらの症例に対し、総

線量中央値44Gy（range: 40-50）、5.2回に分

割し照射を行った。 

（倫理面への配慮） 

本研究は、ヘルシンキ宣言（1964年、以

降1975年東京、1983年ベニス、1989年香港、

1996年サマーウエスト、2000年エジンバラ

各世界医師会総会にて修正、2008年ソウル）

の精神に基づいて実施する。 

 

Ｃ．研究結果 

①SRTによる治療効果 

 SRT後の治療効果判定は、原発性肝癌取り

扱い規約に基づき行った。その結果、

complete response（CR）が26結節54％、

partial response（PR）が17結節35％、stable 

disease（SD）が2結節3％、progressive 

disease（PD）が3結節5％であった。また、

これら結節の48週累積局所再発率は、9％で

あったのに対し、累積異所再発は、28％であ

った。また、無再発累積生存率は、1年82％、

2年82％、3年74％であり、累積生存率は、1

年91％、2年86％、3年75％であった。 

 

②SRTの合併症 

 SRTを48結節に行いgrade 3以上の合併症

がみられたのは、肝不全が2結節4％、放射線

肺炎が1結節2％にみられ、45結節94％の症

例には、grade 3以上の合併症は認めなかっ

た。 

 

③SRT後が肝予備能に与える影響について 

SRT後の治療1ヶ月後、3ヶ月後、6ヶ月後

において、ASTは、治療前と比較し3ヶ月後

まで徐々に上昇し、6ヶ月後には低下してい

た。また、繊維化予測式であるFib-4 index, 

APRIについては、1ヶ月後に有意な上昇が見

られるも、6ヶ月後には前値と有意差を認め

なかった。さらに、Child-Pugh scoreが3ヶ

月後1点以上、上昇した症例を肝予備能増悪

群、上昇しなかった症例を肝予備能不変群と

規定し予備能増悪群に寄与する因子につい

て検討した。Mann-Whitney検定にて両群を

比較したところ、不変群では、アルブミン値

が3.95g/dl、ビリルビン値が0.75mg/dl、PT
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が87％であったのに対し、増悪群では、アル

ブミン値が 3.55g/dl 、ビリルビン値が

1.05mg/dl、PTが79％と増悪群において有意

にアルブミン値、PTが低値、ビリルビン値

が高値であった。更に、ロジスティック回帰

分析による多変量解析を行ったところ、

PT80％未満の症例が肝予備能増悪群に寄与

する因子であった。 

 

Ｄ．考察 

1．治療効果は、CR＋PRが89％を占めてい

た。 

2．合併症は放射線肺炎2％、肝不全4％が認

められた。 

3．累積局所再発率は48週で9％、無再発累

積生存率は、1年82％、2年82％、3年74％

であり、累積生存率は、1年91％、2年86％、

3年75％であった。 

4．Child-Pugh score増悪群では治療前PTが

有意に低値であった。 

 

Ｅ．結論 

SRTは低侵襲で局所コントロールが可能

であることより、他疾患を有する高齢者肝癌

や手術・RFAが困難な症例に対し有用である

も肝予備能低下例ではその適応について慎

重を要する。 
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27) 原口雅史、永松雅朗、本田琢也、柴田英

貴、三馬 聡、宮明寿光、田浦直太、曽山明

彦、日高匡章、江口 晋、中尾一彦: 生体肝

移植後患者における経皮的肝生検術後に発

症した敗血症についての検討．肝臓  57

（Suppl.2）: A586, 2016 

28) 三馬 聡、宮明寿光、佐々木 龍、宮副

由梨、山道 忍、中鋪 卓、山島美緒、末廣

智之、柴田英貴、田浦直太、曽山明彦、日高

匡章、高槻光寿、江口 晋、中尾一彦: 肝移

植後HCV再感染症例に対するDAA製剤治療

成績．肝臓 57（Suppl.2）: A587, 2016 

29) 田浦直太、宮明寿光、中尾一彦: 非ウイ

ルス性肝癌の特徴についての検討．肝臓 57

（Suppl.2）: A588, 2016 

30) 宮副由梨、田浦直太、佐々木 龍、山道 

忍、中鋪 卓、山島美緒、末廣智之、高木裕

子、本田琢也、柴田英貴、三馬 聡、宮明寿

光、中尾一彦: 肝硬変症例におけるIgG4関連

疾患についての検討．肝臓 57（Suppl.2）: 

A609, 2016 

31) 山道 忍、三馬 聡、佐々木 龍、宮副

由梨、中鋪 卓、山島美緒、末廣智之、柴田

英貴、宮明寿光、田浦直太、中尾一彦: HCV

関連生体肝移植症例の移植前後のHCV 

NS5A 耐性変異変化の解析．肝臓  57

（Suppl.2）: A587, 2016 

32) 田浦直太、加藤有史、中尾一彦: 住民検

診からみたHBs抗体の獲得率についての検

討．肝臓 57（suppl.3） ：A684, 2016 

 

Ｇ．知的財産権の出願・登録状況 

 なし。 


